
広野台第二自治会では

毎年実施している消火栓開栓訓練を今年も実施しました。

自治会にある９か所すべての消火栓で訓練を実施しています。

　広野台第二自治会は消防署（北分署）がすぐ近くにあります。しかし・・・

　大地震が来てあちこちで火災が発生したら、すぐに消防車が来てくれるとは限りません。

　そのようなときには、自分たちで消火して地域を守らなくてはいけません。

今回（2023年）の訓練テーマは

「消火栓からホースを何本もつなげて

消火栓から遠いエリアを消火する」です

７月１６日に
消火栓開栓訓練を実施しました

広野台第二自治会防災だより

消火栓近くの

赤い格納箱の中

ホースと放水金具

消火栓を開ける

器具が入ってます

消防署員による消火栓の説明

わかりやすい説明でマンホールの開け方、

水栓の開き方を教えてくれました。

落ちないように注意が必要です。

今年は
約５５人が
参加

ホースを投げて

展張（伸ばす）

します。

見た目と違って

難しい！

そのまま走って

もいいんです。

最後は消防署員

による講評。

次回訓練への

みなさんの参加、

お待ちしてます。
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今回はホースを６本つなげて消火栓から１３０

ｍ先をめがけ放水できしました。これで第二自

治会のほぼ全域の自主消火が可能となりました。


